青風荘　　フェイスシート

平成２２年　12月　27日　担当：中村　文洋　　　　　　　　　　

	登　録　者
	氏　名　　　中村　与一郎　様　　　男・女　　　　昭和　51年　2月25日生（34歳）

	
	〒　　　　　住　所　上北郡六ヶ所村大字泊字六角44-1　　　電話　

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	高コレステロール血症

高ＬＤＬＣ血症

	
	発症時期
	　Ｈ5年　3月頃（17歳時）
	罹 患 期 間
	約　16年

	
	入院回数
	　　2回　　
	延べ入院年数
	　約　1年　4ヶ月

	医療機関
	　青南病院　（主治医　　千葉　良　Dr　）
	外来受診日
	土曜日（　2週1回）

	医療区分
	国保（家族遠隔地）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	　2500円
	精神（　2　級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金2級（6.5万円）と両親の年金より0.5万円（叔父管理）

	
	その他
	なし

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア通所

	住まいの場
	　青風荘

	入所年月日
	H14年8月9日
	身長
	170cm
	体重
	62.0㎏

（＋2.5）

	最終学歴
	野辺地工業高校（中退）
	免許・資格
	なし

	職　歴
	　むつショッピングセンター（1.6年）、鉄筋工（1年）、出稼ぎ（東京　2年）、マエダ百貨店
	

	保　護　者
	氏　　名　　　中村　正人　　様　　　　続柄　叔父　　　　　　（同居　・否）

	利用目的

規則正しい生活リズムを身につける。

一人暮らしを視野に基本的な生活技術を向上させる。

	入院・治療歴　初診日

H5年3月頃～H6年11月頃　　　外来　　　　むつ総合病院

H6年11月～H7年6月　　　　　入院　　　　むつ総合病院

H7年6月～H8年7月　　　　　　外来　　　　むつ総合病院

H10年9月～H11年8月　　　　　入院　　　　むつ総合病院

H11年8月～　　　　　　　　　外来　　　　青南病院

	生活歴　

２人兄弟の第１子として六ヶ所村泊に出生。泊中学校を卒業し４月に野辺地工業高校へ入学するが、９月には退学する。その後販売員や出稼ぎ等の仕事に就くが長続きせず、Ｈ５年３月頃から独語・空笑・不眠・徘徊が見られ、３月１８日にむつ総合病院を初診。その後より無為自閉となり、Ｈ６年１１月からＨ７年６月まで入院となる。退院後はアパートで一人暮らしをしていたが、叔父の援助でどうにか生活できているといった状態だった。Ｈ８年７月を最後に通院せず、不眠・徘徊が目立つようになり、Ｈ１０年９月～Ｈ１１年８月まで再入院となる。退院後は社会復帰訓練の為「青山荘」へ入所し、同時に青南病院へ外来通院、青山荘入所３年を経て平成14年8月9日青風荘へ入所～現在に至る。



	家族構成



	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

· 両親は共にＨ４年より十和田済生会病院精神科へ入院中で今後も退院の目途が立たない。週に何度か両親から電話が来ている。

· 弟が一人いるが所在は不明。

· 両親の入院により、16歳から一人暮らしをし、近くに住む叔父が援助をしてくれていた。

本人の年金は六ヶ所の叔父が両親の年金と共に管理している。叔父が両親の年金を足した7万円を本人の通帳へ入金している。


平成　22年　12月　27日　（月）

	氏　名
	　　中村　与一郎　様
	男・女
	生年月日
	　Ｓ51年　2月　25日　（34歳）


	長期目標（中期・短期）

	・　生活リズムの安定・日課の定着（洗濯・掃除等や私物整理など）を意識付けた生活を送っていただく。

・　何事に対しても継続して取り組むことが出来るように不調の訴えの軽減を図っていく。


　　　　　　

	これまでの経過（前回評価日　H　22年　6月　7日）

	【　今後の生活を見据えた取り組み　】

前回の処遇検討会にて出された検討項目

○役割の広がり　～ステップアップ・プログラムのひとつ～

⇒　前回処遇時に本人の役割の拡大について検討がなされた。

その後、本人との話し合いから荘内にて毎週日曜日に風呂掃除の当番を行って頂いている。

経過状況：１.２回掃除を共に行い、手順を伝えるとその後はひとりで行うことが出来ている。

現在も掃除を継続して行っている。作業は多少大雑把なところもあるが問題なく行えている。
【　病状・服薬　】

· 妄想や幻聴といった症状なく、服薬管理も行えている。また、定期的に発熱を訴えることがあるが、いずれも短時間で復調することが出来ている。H２１.５から始めている禁煙は継続出来ている。

【　日常生活　】

· DNCからの帰荘後は、就床までをホールでゲームやテレビを見て過ごすことが殆ど。また、他者交流では、奥山様と雑談することが多く見られる。休日には、清水様や吉田（富秋）様と共によこまち等へ外出することが日課になっている。

【　問題点の現状　】　

①身の回りの整理整頓が上手く出来ない　②生活リズムが乱れることがある

③金銭管理が難しい　　　　　　　　　　④不安なことに体調を左右されやすい

1 身の回りの整理整頓が上手く出来ない

⇒定期的な洗濯は出来ているが、衣類の取り込みなどを他者まかせにしているところがある。

自室の掃除は、依然スタッフ介入で行っている。
②　生活リズムが乱れることがある　～起床が遅くなることがある～

⇒睡眠：21：00～22：00頃に就床している。起床が遅いのは月に５日ほどで、食事の放送を聞いて慌てて起きて来ることもある。６月から１０月までは５回前後の起床の遅れがあるが、１１月は２０日の１回のみ起床の遅れが見られる。

③　金銭管理が難しい　～購買欲求をコントロールすることが難しい～
⇒ひと月8．000円で小遣いのやりくりが出来ている。しかし、貯蓄のように将来的に必要になるお金を貯めることについては、そのときに欲しいものがあれば

④　不安なことに体調を左右されやすい　～環境の変化や指導に対して～

　⇒環境の変化や指導内容によっては、不安から体調を崩す恐れがある。面談や指導で受け入れられない事や納得出来ない事があると、「ダメです」とつっぱねるように拒否をしたり、指導や話しの途中に「はいはい」と言葉を遮るように言葉をはさむことがある。
今後も、自立に向けたプログラムを生活の中に取り入れていき、退所後の安定した生活を維持できるように支援していきます。


	問題点
	介入方法
	支援期間

	①　 身の回りの整理整頓が上手くできない。
	・　休日には必ず、自室の掃除と整理整頓をする習慣を身につけていく。

· 自室の掃除が出来ていない時は声かけから、清掃を促していく。また、掃除が難しい場所についてアドバイスを交えながら、一緒に掃除を行う。

· 身の回りの衣類や物品の数量を、定期的に把握していく。


	4ヶ月

	1 生活リズムが乱れる事がある

　（起床時間の遅れ）
	· 起床時間が遅れた回数などの表を作成・参考にして面談を行い、生活リズムの安定を意識付け、意欲の向上を図る。

· 余暇の活用については徐々に定着してきており、今後も継続していけるよう支援していく。

	4ヶ月

	③　金銭管理が難しい。

（購買欲求のコントロールが難しい）
	· 購入前に必要な物かどうか、商品金額をあわせて考えた上での検討を行っていく。
· 定期的に小遣い帳の確認を行い、小遣い残金を考えた上で買物をする習慣を身に付けていく。


	4ヶ月

	2 不安なことに体調を左右されやすい

（環境の変化や指導に対して）


	· 環境変化や指導内容によっては体調不良を訴えることがある為、話し合いを十分に行いステップアップ・プログラムを取り入れていく。

· 定期的な面談や普段の会話からプログラムを取り入れた後の不安や不満の解消に努める。


	4ヶ月


プラン計画者　氏名：　中村文洋

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

本人





弟

















